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平成29年度 平成30年度

在宅療養支援計画策
定・評価事業

・ 要支援難病患者に対し、個々の患者等の実態に応じて、きめ細かな支援を行うため、対象患者別の在宅
療養支援計画を作成し、各種サービスの適切な提供に資するもの
・ 適宜評価を行い、改善を図る

策定　287件
評価　310件

策定　206件
評価　253件

訪問相談・指導事業
・ ＡＬＳ患者等を中心に（人工呼吸器使用者を主な対象）日常生活上及び療養上の悩みに対する相談等を
行うため、保健師等による訪問相談・指導を実施するもの

実　331件
延　741件

実　293件
延　576件

医療相談事業
・ 患者等の療養上の不安の解消のため、難病に関する専門医による医療相談や医療講演を通じた集団
指導を行うもの

医療相談   3回
集団指導　83回

医療相談   1回
集団指導　83回

訪問相談員育成事業
・ 要支援難病患者やその家族に対する、療養生活を支援するための相談、指導、助言等を行う訪問相談
員の確保と資質の向上を図るため、保健師、看護師等の育成を行うもの

研修回数　22回（12保健所）
参加者　1,074名

研修回数　15回（10保健所）
参加者　1,177名

・ 在宅で療養する神経難病患者等が、居宅での療養が極めて困難な状態となった場合等に、適時、適切
な入院施設の確保が行えるよう県内の医療機関等の連携による難病医療体制の整備を図る
   難病医療連絡協議会の設置(国立病院機構東埼玉病院に事業委託）
　 難病診療連携コーディネーターの配置7人（難病診療連携拠点病院及び難病診療分野別拠点病院に配
置）
　 難病診療連携拠点病院 4か所、難病診療分野別拠点病院 1か所、難病医療基幹協力病院 11か所、難
病医療一般協力医療機関　7か所 （H31.4現在）

【難病医療連絡協議会】
合同検討会議　1回
中央研修会　1回
相談件数　90件

【難病医療連絡協議会】
合同検討会議　1回
中央研修会　1回
相談件数　104件

・ 在宅の難病の患者が、家族等の介護者の病気治療等の理由により、一時的に在宅での介護等を受ける
ことが困難になった場合に一次入院することが可能な病床を確保することにより、当該患者の安定した療
養生活の確保を図る
  受入医療機関：13病院（H31.4現在）

申請　12件
（うち1件取下げ、1件H30年度利
用）
利用人数　 10（実人数 7）
利用延べ日数　68日

申請　8件
（うち1件取下げ、1件R1年度利用）
利用人数　 6（実人数 3）
利用延べ日数　42日

・ 難病の患者が地域で安心して療養しながら暮らしを続けていくことができるよう、難病の患者等に対する
相談・支援、地域交流活動の促進及び就労支援などを行う
  国立病院機構東埼玉病院（蓮田市）　及び　埼玉県障害難病団体協議会（さいたま市浦和区）に事業委
託

相談件数　8,773件 相談件数　6,374件

・ 難病の患者等の多様化するニーズに対応した適切なホームヘルプサービスの提供に必要な知識、技能
を有するホームヘルパーの養成を図る

修了者数　107名
（基礎Ⅰ 60名、基礎Ⅱ 47名）

修了者数　76名
（基礎Ⅰ 38名、基礎Ⅱ 38名）

・ 医療給付受給者の中で在宅における人工呼吸器装着者のうち、医師が訪問看護を必要と認める患者を
対象とし、訪問看護ステーション等医療機関に訪問看護を委託することにより適切な医療の確保を図る

11件 12件

・ 難病指定医及び協力難病指定医について、臨床調査個人票（診断書）の作成のために必要な指定難病
の診断及び治療に関する一般的知識等を習得するための研修事業
  埼玉県医師会に事業委託

修了者　90名
（1回目 39名、2回目 32名、3回目
19名）

修了者　55名
（1回目 31名、2回目 24名）

・ 難病の患者への支援の体制の整備を図るとともに、県が行う諸策の円滑な実施を図るため、必要な検討
及び協議を行うもの

・協議会（全県版）　H29.5開催
・協議会（地域版）　H29年度二次
医療圏ごとに設置（10圏域のうち8
圏域に設置）　各1回協議会を開催

・協議会（全県版）　H30.5開催
・協議会（地域版）　二次医療圏ご
とに設置（10圏域のうち9圏域に設
置）　年度中各1回協議会を開催

・設置医療圏のうち1圏域は、圏
域内各保健所単位で設置

難病対策事業（医療給付事業を除く）

事　業　名 概要
実績

備考

訪問指導・集団指導
（保健所で実施）

※県保健所のみ計上

難病対策協議会

難病医療提供体制整備事業

在宅難病患者一時入院事業

難病相談支援センター事業

難病患者等ホームヘルパー養成研修事業

在宅人工呼吸器使用患者支援事業

難病指定医等研修事業
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